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現在，日本地球化学会のホームページを学術情報センターのホームページ内の Academic

Society Home Villageの中で公開しております。URLアドレスは，

http : //wwwsoc.nacsis.ac.jp/gsj2/index.html

です。

― 1―



２０００年度日本地球化学会年会のお知らせ�１

主催：日本地球化学会

会期：２０００年９月２５日�～９月２７日�
会場：山形大学小白川キャンパス教養教育棟（山形

市）

内容：一般講演，ポスターセッション，課題討論，学

会賞等受賞講演。総会と懇親会は９月２６日�午
後に開催の予定です。

詳細は次号のニュースをご覧ください。課題討論の

内容とコンビーナーも次号のニュースに発表します。

講演申込締め切り：２０００年６月３０日�
講演要旨締め切り：２０００年７月２８日�
参加申込締め切り：２０００年９月１日�
申し込み方法の詳細は，次号のニュースをご覧くだ

さい。

年会連絡先：

〒９９０―８５６０ 山形市小白川町１丁目４―１２

山形大学理学部地球環境学科内

２０００年度日本地球化学会年会準備委員会

齋藤和男

Tel：０２３―６２８―４６４９，Fax：０２３―６２８―４６６１

e−mail : kazsan@sci.kj.yamagata−u.ac.jp

または，

同上

柳澤文孝

Tel：０２３―６２８―４６４８，Fax：０２３―６２８―４６６１

e−mail : yanagi@sci.kj.yamagata−u.ac.jp

１９９９年度日本地球化学会年会の報告

年会準備委員会委員長

松久幸敬（地質調査所）

１９９９年度の日本地球化学会年会は，９月２９日�から
１０月１日�の三日間にわたって，つくば市の工業技術
院筑波研究センター共用講堂および地質調査所を会場

として開催された。つくば地区での年会は，１９８５年以

来，１４年ぶりの開催であった。

年会の参加者総数は４６７名で，内訳は，会員事前登

録２３８名（内学生５７名），非会員事前登録７５名，当日登

録１５４名（内会員７１名，非会員８３名）であった。講演

総数は３０１件，内学会賞等受賞講演が５件，ポスター

による発表が７８件であった。

課題討論として以下の４つのテーマを設定し，それ

ぞれ半日をあてた。�２１世紀初頭の海洋地球化学の研
究―海洋化学と地球環境研究の今後（コンビーナー：

川幡穂高・益田晴恵），�酸性雨研究と生物地球化学
（コンビーナー：佐竹研一・鶴見実・中野孝教），	
地球化学における標準物質（コンビーナー：今井登・

田中敦），
太陽系初期の１０００万年（コンビーナー：
比屋根肇・圦本尚義）。いずれの課題討論も，会員外

の講演者を積極的に取り入れて，スコープの広い，活

発な討論会となった。この効果は一般講演の会場にも

波及して，今年の年会は，全体に質疑・討論が活発で

あった。コンビーナー各位のご努力に感謝する。

ポスターセッションは共用講堂の多目的室とホワイ

エを会場として開催され，二日目の午後に１時間半の

コアタイムをとって活発な議論が交わされた。ポス

ターセッションのあとに総会と学会賞等受賞講演会が

開催された。今年は，柴田賞１名（酒井均会員），学

会賞１名（清水洋会員），奨励賞３名（鈴木勝彦会員・

三浦弥生会員・三村耕一会員）の方々が受賞され，そ

れぞれの受賞講演があった。講演数が多いため総会の

時間を切りつめるよう努力したが，齋藤議長，執行部

と参加者のご協力で予定時間を３０分切り上げて総会が

終わってしまった。それでもなお，受賞講演の各講演

時間は大分窮屈で，総会が不活発であることの問題は

別として，総会が予定どおりの時間を要したらスケ

ジュールに破綻をきたすところであった。受賞講演の

あと，工業技術院食堂を会場にして懇親会が開催さ

れ，２０１名の参加をえて盛会であった。

学会をとりまく重要な課題については，総会で時間

が充分とれないことを考慮して，第一日目の夜に将来

計画委員会主催の小集会が開催され，４５名の参加をえ

て，大学の再編と法人化，科研費審査制度の変更，地

球環境科学研究所，海洋国際共同研究計画，環境地球

化学の現状と将来，惑星科学の将来計画等の話題につ

いて，熱心な意見交換を行った。また，Goldschmidt

Conference日本開催について，経緯と進捗状況が紹

介された。地球惑星科学関連学会合同大会の運営につ

いても，現状と問題点が紹介された。

講演会場は例年どおり並列４会場であったが，つく

ばでの前回（１９８５年）の年会の際，共用講堂の小会議

室が狭くて参加者が座りきれなかったため，今回は１

会場を地質調査所の別棟会議室にとった。会場案内に

ついては充分の手当てをしたので大きな混乱はなかっ

たと思うが，初めから懸念したとおり，他の会場と離

れていたために，たまたまこの会場に当たった講演
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者，参加者にはご不便をおかけしたことをお詫びいた

します。大講堂での受賞講演のスクリーンの画像が後

ろから見えにくかったようで，これはもっと明るくす

ることが可能だったことがあとで判って，主催者側の

不手際でした。申し訳ありません。今回は，企業展示

に７社の参加があってありがたかったが，展示会場の

前に衝立があって，ホールから来た人にとって展示会

場が見えにくかったのは誤算であった。この点につい

ては，参加企業のみなさんにはご不満があったと思

う。

今年の年会の講演・登録受付は，昨年同様，郵送・

電子メール・web上の学会ホームページの三本立て

で行ったが，講演申し込みについては，総数３０１件の

うち，web５２％，電子メール３４％，郵送等（FAX，手

渡しを含む）１４％であった。昨年が各１／３づつであっ

たことを思うと，webの利用者が急速に増えている

ことが伺える。受付後の処理は webによるものが圧

倒的に便利である。なお，当学会の年会では，講演申

し込みと要旨締め切りの期日が離れているため（日本

化学会の「化学と工業」へプログラムを掲載するため

の日程上の制約があるためこのようになる），締め切

り日を失念してしまう人が少なくなく，要旨原稿が期

日までに揃わないという問題がある。今年も原稿締め

切り３日後で未着原稿が１６件もあり，事務局が督促に

追われた。また，要旨原稿の題名，著者名が講演申し

込みと異なるものが６８件（実に発表件数の１／５以上）

もあり，そのうち著者が変更を申し出たものはわずか

６件であった。事務局では，結局，全講演について講

演申し込み（「ニュース」および「化学と工業」掲載

のプログラムはこれに基づいて作られている）と要旨

原稿をつきあわせて，講演要旨集用のプログラムを作

りなおした。これらの問題については，今後会員の自

覚と注意を促すとともに，場合によっては学会として

何らかの対策が必要ではないかと思う。

当学会の年会では，招待講演はもちろんであるが，

それ以外の一般講演についても非会員にも広く門戸を

開いており，非会員としての登録料さえ払えば誰でも

講演することが出来る。今年は，冒頭で記したよう

に，全体で１５８名（参加者総数の３４％）もの非会員参

加者があった。さらに，招待講演１２件を除く非会員に

よる一般講演は８３件にのぼった。これは総講演数のお

よそ２８％にあたる。非会員にも年会講演の門戸を開く

ということについては，年会の活性化につながるとい

う肯定的な意見と，会員であるメリットが少なくなる

のではないかという否定的な意見があって一概に言え

ないが，講演総数の１／４強が非会員によるものである

ということは，学会としてやや異常かもしれない。理

想をいえば，これらの方々が，これを機会に日本地球

化学会に入会してくださることだと思うので，あるい

は，これだけの方々が潜在的な会員候補としていらっ

しゃるということなので，今年の年会非会員講演者に

対して入会の勧誘をしたらどうかと考えている。

例年，年会とリンクさせて開催している公開講演会

は，今年は文部省の助成が得られなかったため，財

政・運営面で年会準備委員会がお世話をして，１１月１３

日�午後１時３０分～４時，つくばカピオホールを会場
として独自の日本地球化学会普及講演会「身近な環境

と化学―私たちの暮らしとダイオキシン」を開催し

た。当日は，ダイオキシンや環境汚染の問題に取り組

んでいる３名の方に講演をお願いした。森田昌敏さん

（国立環境研究所）には，「環境中のダイオキシン」

の題で，ダイオキシンの発生から環境中での分布や分

配，生物における濃縮など，環境中のダイオキシンの

挙動と人との関わりについてお話しいただいた。佐古

猛さん（工業技術院物質工学工業技術研究所）には，

「水と空気でダイオキシンを完全分解」という題で，

５００℃，２５０気圧の超臨界状態の水によるダイオキシ

ンやその他の物質の分解技術についてお話しいただい

た。山室真澄さん（工業技術院地質調査所）には，「環

境汚染と生態系」という題で，生態系における食物連

鎖と汚染物質の関係についてお話しいただいた。この

日はつくばで他に色々な楽しい催しが重なったこと

や，私たちの宣伝不足も原因して，残念ながら参加者

はわずか３５名であったが，講演も興味深いものであっ

たし，参加した方々は非常に熱心に講演を聴いてくだ

さり，また，質問も多数出て，内容は充実したもので

あった。参加者の層も学生，研究者，会社員，主婦と

幅広く，小学生も２名参加して，すばらしい質問をし

てくださった。宣伝がへたというのは，地球化学会の

我々が共通してかかえている課題ではないかと思う

が，今回も工夫が必要であった。

年会，普及講演会を通じて，地質調査所の会員およ

び職員の方々や，アルバイトの方々のご協力を得て，

無事終了することができたことを感謝いたします。

１９９９年度第４回（新旧合同）評議員会議事録

日時：１９９９年１０月１日� １７：１５～１８：１５

場所：地質調査所 ８４３会議室
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出席者：石渡良志会長，松久幸敬副会長，赤木右，海

老原充，河村公隆，日下部実，斉藤和男，清

水洋，高橋和也，中井俊一，長尾敬介，松田

准一，圦本尚義，吉田尚弘（以上評議員），

野津憲治次期副会長，石橋純一郎，坂田将，

佐竹洋，田中剛，富樫茂子，野崎義行，野尻

幸宏，乗木新一郎，増澤敏行，益田晴恵，村

江達士（以上次期評議員）

１．１９９９年度第３回評議員会議事録の承認

２．報告事項

２．１ 庶務：（なし）

２．２ 会計：（なし）

２．３ 編集

２．３．１ GJ（松田評議員）：来年度から Invited Re-

viewという項目を新設することを検討中。

２．３．２ 地球化学（赤木評議員）：今後，執筆者の e−

mail addressを掲載する。

電子出版化（CD−ROM化）の可能性を検討中（次

期への申し送り）。

２．４ 出版：（なし）

２．５ 行事

２．５．１ １９９９年度年会（松久副会長）：年会の概要が報

告され，次のニュースに掲載予定。

２．５．２ ２０００年度年会（齋藤評議員）：来年の年会の課

題討論の課題を募集する旨，次のニュースに掲載予

定。

２．６ 会員：（なし）

２．７ 委員会

２．７．１ Geochemical Society対応委員会（松久副会

長）：１０月１日に委員会開催し，Goldschmidt Con-

ferenceの日本開催に関して協議した。開催年は

２００３年を是とする意見が多かったが，今後開催地を

決定する段階で開催地の意向を尊重して最終決定し

たい。２００３年の場合，IUGG開催次期との調整が必

要である。年会とリンクするかどうか，リンクさせ

るとしたらそのような形が望ましいか今後の検討す

る。会場の候補地はつくば，東京，名古屋，広島の

４カ所で，会場の収容人数，経費（地元からの財政

サポートの有無等），宿泊，交通の便等について，１０

月中に資料を集めて結論を出したい。

２．８ 学術会議：（なし）

２．９ 連絡会等

２．９．１ 地球惑星科学合同学会連絡会（篠原評議員）：

９月２８日に決まった内容を連絡会に伝えた。

３．審議事項

３．１ 次期評議員会への申し送り

１）地球化学・宇宙化学研連との関係

今後ともこれまでどおり，パイプを維持すること

に留意してもらいたい。

２）幹事会の位置づけ

幹事会の位置づけ，役割，構成等について，会則

等で規定することを検討する必要がある。

３）GS対応委員会

Goldschmidt Conference対応の部分は一応の決

着を見たが，広い意味での GSとの対応については

課題が残されている点に留意して欲しい。

４）将来計画委員会のあり方

本委員会や他の委員会の委員長を副会長が兼務す

ることがこれまで慣例として行われてきたが，多忙

のため充分な活動ができないきらいがあるので，今

後改善を図る必要がある。

５）黒田基金の運用方法

会計上，一般会計と分けることになった。運用方

法については，次期の評議員会で検討する必要があ

る。

６）GJ電子出版化への対応

文部省からの強い要請もあり，テラ学術出版㈱と

の交渉を含めて早急に対応する必要がある。基本方

針は前評議員会で決めたが，Web上での GJ公開

の効果を見極め，今後の方針を検討するための体制

を早急に作る必要がある。

７）「地球化学」出版のあり方

GJとともに，「地球化学」出版のあり方，内容

等について検討する必要がある。

８）評議員の構成

女性や企業人の評議員選出を積極的にはかり，評

議員の年齢構成，専門分野構成をどの様にバランス

させるかを検討する必要がある。

９）会員サービス

会員の意見を取り入れられるよう，ホームページ

の積極的な活用をはかることを検討されたい。

１０）学会活動の活発化

学会活動の活性化，拡大化を図る上で，周辺領域

の研究者に地球化学会に入って活躍してもらえるよ

う，部会を創設するなどの方策を検討してもらいた

い。

１１）年会準備の開始時期

― 4―



講演申し込み時のタイトルと講演要旨のタイトル

が食い違うケースが多い。講演申し込みと要旨締め

切りの時期について 検討する必要がある。

以上

地球化学・宇宙化学研究連絡委員会

（第１７期・第７回）議事録

日時：１９９９年１１月２９日� １３：３０～１７：２０

場所：日本学術会議第４部会議室（６階）

出席者：野津憲治委員長，青木謙一郎，日下部実，田

中剛，半田暢彦，松田准一，矢内桂三，山中

健生 各委員

１．報告事項

� 学術会議関係（青木委員より）

１９９９年８月５日に第４部会，１０月２５日～２８日に

第１３１回総会，連合部会や部会と日本学術会議５０

周年記念式典などがおこなわれた。

Ａ．第１３１回総会

○勧告『わが国の大学等における研究環境の改善

について』の採択。

○声明『日本学術会議の自己改革』および『日本

学術会議の位置付けに関する見解』の採択。前

者は，日本学術会議の活動活性化の改善策を，

後者は行政改革後の学術会議が内閣府所管とな

るべきことを主張したもの。

◯国立大学の独立法人化問題に関する討議。『こ

の問題は，効率化の視点のみでなく，長期的視

点からの意見を広く聴取し，慎重におこなうべ

きである』との会長談話を発表。

◯『安全に関する緊急委員会』の発足

Ｂ．第４部会

◯上記『日本学術会議の自己改革』案について意

見交換。総合科学技術会議との関係など多くの

点については賛成意見が多いが，登録団体の規

模の問題や会員が会員を選ぶようにする問題な

どには慎重な発言が多かった。

◯理学の振興について

国立研究機関および研究者を対象とした“理

学の研究費”に対するアンケート調査を行っ

た。その解析結果をうけた対外報告書案に意見

を求めた。

� 理学総合連絡会議関係（野津委員より）

◯上記�の報告以外で，科学研究費補助金の分科
細目別対応研究連絡委員会を確定した。

	 第１７期６回議事録中審議事項�Ｂ．の科学研究
費第２段審査委員枠の見直しについての要望書提

出は，見送ることにした。

２．審議事項

� 学術会議の改革について

声明『日本学術会議の自己改革』および『日本

学術会議の位置付けに関する見解』について意見

交換を行い，研連の改革は第１８期の最大課題にな

るであろうとの見通しが述べられた。

� 科学研究費審査委員推薦について

本研連で行っている科学研究費分科『地球科

学』，細目『地球化学』の審査委員候補者の推薦

について，現在のように多くの学協会に依頼する

意義があるか否かについて意見を交換した。

	 研連の国際対応について

研連の存在意義のひとつに，国際対応の窓口と

しての役割がある。

本研連は IAGC（International Association of

Geochemistry and Cosmochemistry）の日本側

対応団体となっている。構成は個人会員と国会員

からなっており，日本は，２２名の個人会員に加え

て国会員でもあり，学術会議が分担金を支払って

いる。IAGCは，シンポジウムの開催，Appl. Geo-

chem. の出版，Water−Rock Interactionなどの

WG活動，を行っている。IAGCの創設には故菅

原健氏が尽力し，その後，久城育夫，増田彰正，

木越邦彦，酒井均（会長），小嶋稔，の各氏が役員

として，日本との密接な関係を保ってきた。最

近，本研連あるいは日本地球化学会と IAGCの

関係が希薄になっているのではないかとの見方が

あり，その原因と役員の推薦などによる密接な関

係の維持について意見交換がなされた。

また，２００４年の Goldschmidt国際会議開催に

際しては，研連としても積極的に協力することが

確認された。


 平成１２年度代表派遣会議及び代表派遣候補者の

推薦

矢内桂三委員の IAGC（ブラジル），田中剛委

員の隕石学会（アメリカ）派遣を推薦することに

した。

� 第四部対外報告『理学の振興について（仮

題）』について意見交換を行った。

理念は良いが，対外報告ではインパクトが少な

いのでは，との見方があった。
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分科 細目 研連
地球科学 固体地球物理学 地球物理・測地・地震・火山・地球

電磁気・極地
気象海洋物理陸
水学

地球物理・気象・海洋物理・陸水・
極地

超高層物理学 地球物理・地球電磁気・極地・宇宙
空間

地質学 地質科学総合・極地
層位・古生物学 地質科学総合
岩石・鉱物・鉱
床学

地質科学総合・鉱物・極地・結晶

地球化学 地球化学・宇宙化学・鉱物学

 地球化学・宇宙化学の推進について：とくに国

立大学の独立行政法人化への対応および総合地球

環境学研究所（仮称）への対応についてそれぞれ

の委員が情報を紹介しあった。

� その他

次回（第８回）委員会は４月３日� １３時３０分

からを予定。

日本学術会議第１７期第７回鉱床学

専門委員会議事録

日時：１９９９年１１月１２日� １５：４５～１７：００

場所：日本学術会議第５会議室（６階）

出席者：松枝大治（委員長代行），石渡明，上野宏共，

島田允尭（中嶋悟の後任），千葉仁，根建心

具，渡辺洵（以上７名，欠席：島崎英彦・溝

田忠人）

（議事）

� 諸報告

１．第１３１回総会の報告

平成１１年１０月２５～２８日に日本学術会議第１３１回総会

と日本学術会議５０周年式典があった。その結果として

次のような談話・勧告・声明が発表された

「国立大学の独立法人化問題に関する日本学術会議

会長談話」

（平成１１年１０月２７日 吉川弘之）

―――独法化は慎重に進めるべき。

「我が国の大学等における研究環境の改善について

（勧告）」

（平成１１年１０月２７日 第１３１回総会）

―――我が国の理系大学の設備は欧米に比べて劣悪

である。

「日本学術会議の位置付けに関する見解（声明）」

（平成１１年１０月２７日 第１３１回総会）

―――省庁再編に伴い，学術会議は現在の総理府所

属から―――「総務省」所属になる。これは格下げ

ではないか。

「日本学術会議の自己改革について（声明）」

（平成１１年１０月２７日 第１３１回総会）

―――研究連絡委員会や専門委員会の大規模な再編。

【これらの文書は日本学術会議のホームページ

http : //www.scj.go.jp/で閲覧できる。】

この他，「安全に関する緊急会議」（東海村臨界事故

対応）が開かれた。

２．理学データネットワーク推進委員会

東工大の河村雄行氏を中心とするワーキンググルー

プで進められている。

３．学術会議の改革（上記１の声明参照）

学術会議自体の存続問題に発展してきたので，第１７

期中に予定されていた研連の見直しはやらないことに

なった。しかし，科研費の「分科・細目」毎に１対１

に対応する研連にまとめるべきだとする考えもあり，

今後も検討を進める。

○参考資料 現在の科研費の分科・細目と研連の対応

関係

４．理学の振興について

大学の独立行政法人化は既に「やるかやらないか」

という議論の段階ではなく，必ず行われると考えた方

がよい。しかし，独法化そのものよりも，平成１３年度

から予算の配分方式が変わり，校費が大幅に（１／３～

１／５に）削減されることの方が問題である。大学間の

配分格差も大きくなるだろう。

� 委員長及び委員の交代（または代行）について

まず，島崎英彦委員長が委員長職を辞任したが，第

１７期も残り少ないので，新しい委員長は選出せず，幹

事の松枝大治委員が代行を勤めることで承認された。

岩鉱学会推薦の中嶋 悟委員の辞任については，九州

大学の島田允尭委員が後任を勤めることが承認された

（今回出席）。新しい幹事（書記）には石渡 明委員

が当たることになった。

	 鉱床学専門委員会の対外報告について

本専門委員会が第１７期中に作成した対外報告「我が

国における鉱床学の研究・教育の推進について」が，

９月２０日の日本学術会議運営審議会で，上野宏共委員

（島崎英彦委員長の代理）から提案・了承され，さら

に１０月２５～２６日の日本学術会議総会で承認された。今

委員会では，この対外報告の発送先について議論があ

り，文部省，通産省，関連する国会議員，理学系学部

をもつ大学の学長，関連する研究所などの長に送るこ
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とになった。


 第１７期鉱床学専門委員会の活動内容について

対外報告を発表できたことが，今期の委員会の最大

の成果だということで一致した。しかし，対外報告の

内容に対しては，記者会見で「なぜ純粋科学ではいけ

ないのか」といった質問が記者から出たとの報告があ

り，鉱床学の「役に立つ科学」としての面ばかり強調

しすぎたという反省が一部の委員から出た。また，第

１６期では，全国の鉱床学関係の大学の教室の教官及び

学生のリストを作成したが，今期も作成する必要があ

るかどうか議論があった。対外報告を出したことでも

あり，現状を把握する必要があるので，作成する方向

が承認された。

� その他

来期に予定されている研連の見なおし問題に関し

て，今後の鉱床学専門委員会の対応について，第１７期

の残りの時間で議論を行ってゆくこととした。

来年度学術会議派遣の国際会議出席者に対する補助

の申請について，松枝大治委員から説明があった（会

議後電子メールにて）。

以上

１９９９年度第１回「鳥居基金」助成実施報告

（TE―２１）

氏名：松本拓也（大阪大学大学院理学研究科宇宙地球

科学専攻助手）

助成：海外渡航（アメリカ合衆国）

課題：AGU１９９９Fall Meetingにおける研究発表

この度，日本地球化学会より「鳥居基金」として資

金援助をいただき AGU１９９９Fall Meetingに参加しま

した。１２月だというのに気温は１６～１７℃と温暖で非常

に過ごしやすい１週間でした。５日間の総講演数は約

７，０００（ほぼ３／４がポスター），１３のセッションと共通

のユニオンセッションが連日平行して行われました。

ユニオンセッションはそれぞれの分野のリーダー的存

在の研究者達がどちらかと言えばレビュー的な話をし

ながら議論するといった色合いが強く，地球化学では

The Solid Earth’s Chemistry : Global Inventories

and Fluxesというユニオンセッションが R van der

Hilst（MIT）と A Hofman（Max Planck Institut）

のチェアーで行われ，Wood, Kellog, Hauri, Ozima,

Albraede, Langmuir, Arndt, Rudnick等々がそれぞ

れの成果を取り入れながら現在の地球の化学的貯蔵庫

やそれらの物質循環史などについて話し，非常に聞き

応えがありました。

私はそのユニオンセッションとは別の Volcanol-

ogy, Geochemistry, and Petrologyというセッション

の Lithosphere, Young and Old（Vervoortと Rud-

nickがチェアー）セクションで「Nitrogen, Argon

and Helium in the subcontinental mantle xenoliths

from Southeastern Australia : Subduction process

revealed」という講演を行いました。チェアーの Rud-

nickや同じセクションで講演 を お こ な っ た

McDonoughには学生時代に ANUでかなりお世話に

なり，帰国後の自分を審査されるような気分で少し緊

張したのですが，発表はスムーズに進めることが出来

ました。同じセクションで２つの講演がキャンセルさ

れたため時間的にも余裕があり，１５分の割当を大幅に

過ぎるほどのコメントと質問が出され，それぞれに答

えることも出来ました。博士論文の審査員の一人で

あったMITの Prof. Freyからは，まさに口頭試問の

様な質問が出されて（用いた試料の岩石学的な特徴と

実験結果の関連について述べよ，といったものでし

た），私が半分くらい答えたところで彼は，知ってる

んだったらもういいよ，という感じで最後までは聞き

ませんでしたが……。再び口頭試問を受けたような気

分になりました。講演後に個人的にコメントをしてく

る研究者もいましたが，「大陸下のマントルのリソス

フェアーには希ガス同位体組成からは見えない堆積物

起源の窒素があり，ある程度の深さまでは揮発成分も

サブダクションによってマントルにリサイクルされ，

しかもそれが長期に渡って保持される可能性がある」

と言う私の主張はおおむね興味を持って迎えられたと

いう印象を受けました。

最後に，今回の海外派遣で数多くの最新の研究成果

に触れることができ，今後の私の研究にとっても非常

に意義深いものになりました。日本地球化学会および

関連された各位に深く感謝いたします。

提出日：１９９９年１２月２１日
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１９９９年日本地球化学会各賞受賞者の紹介

以下の方々が１９９９年度の柴田賞，学会賞及び奨励賞

を受賞されました。各氏を知る方々に，紹介文を寄稿

していただきました。

柴田賞：酒井 均先生（岡山大学名誉教授）

受賞課題「安定同位体の地球化学および海底熱水系・

冷湧水系の研究」

酒井均先生は，１９５３年東京大学

理学部化学科を卒業され，１９５８年

に理学博士の学位をお取りになっ

た後，１９５８～１９６０年カナダのマク

マスター大学，１９６０～１９６１年米国

イェール大学で研究員として同位

体地球化学の草分け的研究をなさ

いました。その後帰国されて，１９６２年に岡山大学温泉

研究所に赴任され，１９６８年同教授（１９７８～１９８２年は同

所長），１９８３年からは東京大学海洋研究所教授，さら

に１９９１年からは山形大学教授を歴任され，１９９６年に退

官されました。この間，黎明期にあったわが国の安定

同位体地球化学の研究で指導的役割を果たしたばかり

でなく，この分野の研究で常に世界をリードしてきま

した。その業績で，１９８１年には米国地質学会（GSA）

のHonorary Fellowに選ばれています。同年，地球

化学研究協会の三宅賞を受賞されました。また，１９９２

～１９９６年の間，国際地球化学宇宙化学協会（IAGC）

の会長を務められ，地球化学・宇宙化学の国際的発展

に貢献されました。

地球化学の研究というのは，フィールドワークと実

験室と理論的研究の３つの要素があって，理想をいえ

ば本来３つともが揃っていなければならないわけです

が，たいていはそのうちどれかが得意で（あるいはど

れかが苦手で），我々は得意でないものについては避

けて通りがちです。ところが，酒井先生のお仕事の特

長は，その３つの要素が大変よくバランスしているこ

とです。これは，私が学生時代からそばにいて常々感

じていたことで，そこを学ばなければと思いつつ，今

にいたるまで自分では実現できないでいることです。

安定同位体の地球化学についていえば，いまや世界

の古典的論文となった硫黄同位体分別に関する理論的

研究がありますし，温泉や火山噴気，鉱床を含めた

フィールドワークをもとにした熱水系の体系的研究が

あります。また，同位体交換反応に関する多くの実験

的研究をやっておられますが，その着想が，いつも

フィールドの実際と理論的考察に裏付けられて的確

で，なるほどと思わせられます。地球化学者は，同位

体平衡や化学平衡を仮定して自然界を論じがちです

が，先生は，年会の受賞記念講演で，地球化学的に重

要な化学種である硫酸と硫化水素，硫酸と水，燐酸と

水の間の同位体交換反応において，それらの反応速度

の実際がどのようなものか，また，それが自然界の同

位体比の分布にどのように係わっているか，ご自身の

実験的研究をもとに，自然界における反応速度の重要

さをご指摘になりました。また，先生の魅力の一つ

は，お作りになる実験装置にあります。１９６０年代はじ

め，既存の実験装置のほとんどない時代，岡山大学温

泉研究所で仕事を始めるにあたって，質量分析計を自

ら製作されたことをはじめとして，存在形態の異なる

種々の地質学的試料の同位体比分析法を開発されまし

たが，そこには先生の chemistとしての広い知識と

経験に加えて，柔軟な発想と創意工夫があふれていま

す。世界の同位体地球化学の進展におけるこの面での

先生の貢献は多大なものがあります。

先生は，１９８３年に東京大学海洋研究所に移られ，陸

域の熱水系の研究で成果をあげた安定同位体の研究手

法を海洋底の研究へ拡張し，ときには自ら「しんかい

２０００」に乗り込んで，ハワイ・ロイヒ海山，沖縄トラ

フ背弧海盆，ビスマルク海・マヌス海盆等の海底熱水

系や，南海トラフ，相模トラフにおけるプレート沈み

込みに伴う冷湧水系の地球化学的研究に活躍されまし

た。沖縄トラフの二酸化炭素ガスハイドレートの発見

は，現場で見た某氏が気づかなかったものを，ビデオ

をご覧になった先生が真っ先に気づかれたことなど，

先生の対象に対する柔軟な発想を如実に示すエピソー

ドではないかと思います。ご存知の方も多いと思いま

すが，先生は最近「地球と生命の起源」という本をお

書きになっていらっしゃいますが，この本は，先生の

柔軟な発想が最近何に向けられているかを示すものと

思います。一読をお勧めします（「日本地球化学会

ニュース」No．１５８参照）。

先生は数年前に大病をされ，その後お元気になられ

ましたが，まだ通院を続けておられます。１９９６年に出

版された「安定同位体地球化学」はそのような状況の

なかで執筆されましたので，微力ながら私もお手伝い

することになったのですが，執筆中に立場は逆になっ

て，先生の精力的な筆（パソコン）とあくなき探求心

にあおられる結果となりました。このときの共同作業
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で，ご自分が関心を持っておられることがらをとこと

ん追求するという先生の姿勢から，大いに刺激を受け

ました。先生のまわりには，昔から，もぐりの学生（私

もそのひとり）や正規の学生，研究室スタッフと，怪

しげな人からまともな人までが大勢いましたが，皆先

生からの刺激を受けて個性的に育っていったと思いま

す。先生の今後のご健勝をお祈り申し上げます。

松久幸敬（地質調査所）

日本地球化学会賞：清水 洋会員（広島大学理学部）

受賞課題「地殻の初期進化に関する地球化学的研究」

１９９９年，つまり千年紀最後の日

本地球化学会学会賞を清水洋会員

が受賞されました。清水会員によ

り，希土類元素存在度に基づく地

球化学，同位体地学さらに年代学

の基礎について手ほどきを受け，

教わってきた方々が多く輩出され

ました。そこで，清水会員の受賞を機会に，清水会員

を知る方，あるいは清水会員に教えを受けた後輩の

方々に，教わったこと，あるいは共同で仕事をされた

経験など等々を語っていただく事により，清水会員の

業績，素顔を紹介し，それをもって学会賞受賞の紹介

記事としてみる事にいたします。

清水先生（以降清水先生あるいは清水さんと呼ばせ

ていただきます）はこれまで，神戸大学，東京大学，

熊本大学，そして現在は広島大学において，研究，教

育活動に携わってこられました。特に，東京大学には

昭和５６年より１１年間在職され，増田彰正教授の主宰さ

れる研究室のメインスタッフでいらっしゃいました。

その期間に多くの研究者の方が，世に出られていま

す。東京大学で増田研究室が立ち上がった当時は，研

究室には設備と言えば古い質量分析計（それでも，こ

の測定器が研究の主力でした）が１台きりで化学実験

からすべてを自前で整備しなければならない時代でし

た。その当時の清水先生を振り返り，国立科学博物館

の米田さんより以下の１文を寄せていただきました。

我々が卒業研究として分析化学講座の増田研究室に

入ったのは１９８１年の秋でした。清水先生はこの年の春

に増田教授とともに神戸大学から東京大学に移って来

られていました。当時は前の研究室の教官の方もい

らっしゃいましたが，できたての増田研究室の切り盛

りはすべて助手の清水先生一人の肩にかかっていまし

た。測定装置は JEOLの古いマスが一台，化学実験

室の整備もまだこれからという時に，右も左も分から

ない卒業研究生４人の面倒を見なければならなくなっ

たのです。……研究どころか事務・雑用に追われてと

てもたいへんな時期だったと思います。しかしこれが

のちの増田研究室の原動力になっていると思います。

清水先生はイライラすると眼鏡をいじったり持ち上げ

たりする癖があります。我々学生にはいつもにこにこ

と接してくださり，つまらない質問にも答えてくださ

いました。それでも，夕方，清水先生の眼鏡が指紋で

汚れているのを見ると，「今日はたいへんだったよう

だから質問するのはやめよう」とささやきあったもの

でした。「僕は隕石を専門にするつもりはないんだけ

ど……」とおっしゃいながらも，隕石を専門として博

士課程まで進んだ我々二人をずっとサポートしてくだ

さいました。言葉で表せないほど感謝しております。

増田研究室の設備が充実していく環境下で，当時，

研究者として成長を期待されていた方々の中で，京

大，地球熱学研究施設，鈴木さんからは，研究面での

指導，東大，地殻化学の鍵さんからは，学生あるいは

後輩として教え導かれた全般的な印象を語る文章を寄

せていただきました。

清水さんの研究実績は今さら言うまでも無いでしょ

うが，もう一つ，後進を育てるという大きな功績があ

ります。指導している学生も含めて，若手が十分に仕

事ができるように常に心がけているようです。それ

は，清水さんの口癖「若い人がいい仕事ができれば

……」というフレーズに象徴されているように思いま

す。特に，ご本人は気づいていないかも知れません

が，がんばっている若手あるいは学生に対して厳しい

だけではなく，おだてて，ほめてその気にさせるのが

特徴的です。私などはおだてられて木に登った一人

で，持っていた力以上の物を引き出していただいたと

感謝していますが，そのような元学生は少なくないで

しょう。その心理は親にいいところを見てもらいたい

子供に通じるところがあるかも知れません。既に仕事

に就いて何年も過ぎるのに，今でも電話で話すとき，

別件でかけたのに，実験で出た結果を聞いてもらいた

くて，ついつい長くなってご迷惑をおかけすることも

あります。

これからも周りの若い人をその気にさせて，たくさ

んの地球化学者を育てていかれることと思います。今

度は，既に「若い」の範ちゅうからはみ出している私

自身，清水さんのように若い人をその気にさせるよう

になりたいと切に考えています。
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清水先生，このたびは学会賞御受賞おめでとうござ

います。お世話になった者としてこの上なくうれしく

思っております。私が進学した東大理学部増田研究室

で助教授を勤められていた清水さん（と僭越ながら呼

ばせていただいておりました）の印象的なお姿をいく

つか御紹介させていただきます。一つはお机に向かっ

て論文を書かれている姿です。当時，ワープロ（パソ

コン）が数という意味では普及しておりませんでした

ので，清水先生は連続紙に打ち出された原稿にシャー

プペンシルで細かく書き込みをされながら論文を書か

れておりました。助教授でいらしたにもかかわらず，

我々学生と同じ部屋でしかも同じサイズの机を使われ

ていました。さぞかし御不便であったかと思うのです

が，朝から晩まで研究室で同居していた我々学生の騒

音に惑わされることなくお仕事に集中されていまし

た。と思うと絶妙のタイミングで我々の（低レベル

な）会話にも加わって下さることも日に何回かあり，

私たちは清水先生の眼鏡の奥の優しい眼差しを見ると

心が休まるものでした。また，我々学生が書いた論文

を短時間にきめ細かく読んで下さり，適切なコメント

を下さったことも清水先生の論文に対する集中力と執

着心を物語っているかと思います。二つ目はマジシャ

ンのようなマスの腕です。私が鉛の同位体を表面電離

型マスで測定していたころ，清水先生は一日に何度と

なく実験室の様子を見に来て下さいました。たいてい

はピークの形が美しくなかったり，いろいろと問題を

抱えながら測定をしていたのですが，清水先生はあっ

という間に最高のコンディションに調整してしまいま

す。卒業研究で物理化学を学んできたばかりの私は，

調整のためのロジックを学びとろうとしましたが，そ

れは叶いませんでした。長年の経験が培ったプロの腕

というようなものを感じました。三つ目は意外に思わ

れる方も多いかと思いますが，清水先生は毎週土曜の

夕方に開かれていた研究室内での国際交流卓球大会を

主催？されていました。土曜日の午後三時頃になると

当時研究室に在籍していた留学生が清水先生のところ

にやってきて，２時間ほど卓球で汗を流しておられま

した。卓球だけでなく研究室対抗のバレーボールでも

御活躍していた姿を記憶しています。改めて思い起こ

してみますと清水先生は「背中」で教育される先生と

言えるかもしれません。清水先生の背中を見て育つ地

球化学者がこれから数多く世界へ羽ばたいていくこと

を祈ります。

また，清水先生は東大の後，熊本大学，広島大学で

も先進的な研究に従事されていらっしゃいます。現在

の清水先生の研究等について，広島大学，日高さんに

紹介していただきました。

熊本大学理学部環境理学科在籍時の１９９８年４月から

広島大学理学部地球惑星システム学科を一年間併任さ

れ，１９９９年４月から広島に赴任されました。以前から

行ってこられた「希土類元素を中心とした微量元素存

在度および Ce，Nd放射起源同位体のトレーサーと

しての利用」から地球の進化過程を考える研究に加え

て，現在，新しいスタッフとともに新たな研究分野に

取り組んでおられます。最近，特に興味を持って取り

組んでおられるテーマはエックス線分光学的手法をと

りいれた「地球環境における微量元素の存在状態の解

明」に関する研究だそうです。学外の研究機関との共

同研究も積極的に行っておられ，大学内の委員会や授

業などご多忙なスケジュールの間を縫って，年に幾度

となく，自ら東濃地科学センター，理化学研究所，東

大地震研究所，高エネルギー研究所に足を運ばれ，時

には深夜におよぶ学生への研究指導にも励んでおられ

ます。研究に対する真摯なお気持ちと学生に対する暖

かい指導は私たちが学生であった十年以上も前のころ

から全くお変わりありません。先生の益々のご研究の

ご発展をお祈り申し上げます。

以上，清水先生の多様な研究，教育活動について，

必ずしも充分な紹介には不足であったかもしれませ

ん。しかし，その一端を学生であった者の「生の声」

で紹介することにより，学会賞にふさわしい業績の全

貌を御推察いただく一助となれば幸いです。

（編集，文責：理化学研究所 高橋）

日本地球化学会奨励賞：鈴木勝彦会員（京都大学）

受賞課題「硫化鉱物の Re−Os年代測定法の確立」

鈴木勝彦君の業績を語るなら私

は適任ではないであろう。９３年３

月に東京大学理学部化学専攻博士

課程修了後，直ちに同大学教養学

部化学教室助手として赴任して以

来，最も身近に鈴木君の活躍する

姿を見ていた者として少々取り止

めのないことどもを記してみます。

彼は Geoscienceを志したのはすでに高校生の頃

だったそうで，これは高校の先生の影響だと聞いてい

ます。世に良くある教師の故にその分野が嫌いになる

ケースとは正反対で，彼にとっても我々にとっても幸
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福な事でした。

従って理学部で増田彰正研究室のドアをノックした

のも当然の成りゆきだったと思われます。彼は日本に

おける希土類および同位体研究の中心研究室で，Re−

Os年代決定法の確立に取り組みました。当時この年

代決定法は硫化鉱床の直接年代決定法として，また地

球深部における物質循環を探る方法として有望視さ

れ，フランス学派がデータを発表していたが，なぜか

地球の年令以上の年代が出るなど問題点のある方法で

あったと聞いています。鈴木君は Reを含む硫化鉱物

試料であるモリブデナイトの化学処理に問題があるこ

とを突き止め，見事に信頼できる１８７Re/１８７Os比を求め

る方法を確立しました。

普通ある方法に伴う本質的困難を克服することを

テーマとして研究を行うとき，特に期限が限られてい

る場合，結果は all or nothingとなり易い。博士論文

のテーマとしては危険度大である。まづ問題点を特定

することが最大の難関となります。孤独なチャレン

ジ。この間彼は一家の支柱である父を亡くしていま

す。当時の彼の精神面を物語るサインとして激しい目

ばたきが初対面の私の注意を引きたものです。そして

指導教授の退官，恐らくこの頃は彼のこれまでの年月

で最も苦しい研究生活の時ではなかったか。そしてそ

れは博士論文発表会での自信に満ちた発表となって一

応の区切りがついたかに思われました。

駒場赴任は彼にアカデミックポジションを得たとい

うことでは安心を与えたかも知れない。他方余りの研

究設備と研究費の少なさに大きな不安を持ったに違い

ない。事実，軌道に乗った Re−Os Systematicsを駒

場でさらに発展させ，のちに京都大学地球熱学研究所

（別府）に配置換えになるまで，彼の研究に不可欠な

質量分析装置はついに彼の手許になかったのです。全

面的に東京大学海洋研究所の野崎義行教授の御援助に

頼るほか無かったのです。

良い研究はどこかで誰かが支援してくださるものと

見えて，彼も幸いに連続数年間科研費を獲得し，熊本

大学（現広島大学）清水洋教授の御支援をいただきな

がら Re−Os年代決定法研究を発展させ，硫化鉱床の

みならずケイ酸塩岩石にも応用可能とし，さらにマン

トルにおける白金族元素の挙動に関する研究に力を注

ぎ始めています。今後の鈴木君の研究上の視座は本誌

３３巻第２号に発表された総説に良く現われています。

新天地で巽好幸教授のもと雑用から解放されて大き

く研究を飛躍させつつある彼を地理的にも心理的にも

遠くから眺めているのは，ちょっとばかり親の気分に

近いものがあります。

高野穆一郎（東京大学）

日本地球化学会奨励賞：三浦弥生会員

（東京大学地震研究所）

受賞課題「分化した隕石の希ガス同位体による年代測

定」

三浦氏さんは，希ガス同位体比

分析に基づく隕石研究を一貫して

続けて来た。特筆すべき点は，自

らが希ガス質量分析装置の改造・

改良を手がけて高い分析精度と操

作性の良い装置を作り上げ，この

装置を使って以下に述べる研究成

果を達成したことである。

三浦さんは，岡山大学の修士課程の学生として１９８９

年に岡山大学地球内部研究センター（当時）に入学し

た。ちょうどこのとき，年代学部門に二台の VG５４００

希ガス質量分析計とそれぞれに付属する希ガス抽出精

製装置の設置が始まった。この装置のうちの一台を

使って三浦さんは，宇宙線照射によって隕石中に生

成する極めて微量（最も多く含む隕石中で１０～１３

ccSTP/g）の放射性核種８１Krを定量し，隕石の宇宙線

照射年代として最も信頼度の高い８１Kr−Kr年代

と，８１Krを用いた南極隕石の落下年代を測定する研究

を始めた。８１Kr測定をターゲットにした理由は，普通

コンドライト（ordinary chondrite）中の含有量が（２

～３）x１０－１４ccSTP/g以下という極微量であるため，測

定できる研究室は世界でも希であることと，８１Krが精

度良く測定できるということは装置と分析技術の上で

世界のトップレベルに達したことを意味するためで

あった。自作の質量分析計で仕事をしていた我々に

とって，既製品の質量分析計を使うのは初めての経験

であったので，この世界的に名の通った VG５４００が，
８１Krを含む極微量全希ガス測定を能率的に行うこと

を目的とした場合，使い物にならない代物であること

がわかって大変驚いたものである。このため，外国人

技術者によるインストール後，直ちに装置の改造に取

りかかった。ここで行った装置の改造・改良は小手先

のものではなく，付属コンピュータを取り外して

ヒューレットパッカードのコンピュータを使って装置

の制御及びデータ処理のためのコンピュータ・プログ

ラミングを新たに作り上げ，イオン源，イオンコレク
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タに手を加えて感度を上げ，イオン検出器回路を徹底

的に低ノイズ化するなど，あらゆる改良を施した。三

浦さんの現在までの希ガス研究は，こうして改良した

希ガス分析装置とそのときの経験とを基礎にしてい

る。

修士の研究で，分化した隕石であるユークライト隕

石の８１Kr−Kr法による宇宙線照射年代測定を確立した

後，東京大学大学院の地球物理学専攻（博士課程）に

進学した三浦さんは，岡山大学の装置を使った隕石希

ガス研究を続けるとともに隕石の窒素同位体の研究も

始めた。そして主としてHED（Howardite, Eucrite,

Diogenite）隕石を対象とした８１Kr照射年代・落下年

代測定により，これら隕石がHED隕石母天体で起

こった何度かの大きな衝突事件によって太陽系空間に

放出されたことを示した。さらに，このデータに基づ

いて南極隕石落下群の同定をおこない，やまと裸氷域

で採取されたユークライトが単一落下隕石の破片や

シャワーでなく，ポリミクトユークライトは５回以

上，モノミクトユークライトは１回以上の別々の隕石

落下によるものであることを明らかにした。また，消

滅核種２４４Puの核分裂起源 Xeを測定して，母天体上で

ユークライトが固化した時に２４４Puが０．４～１．１ppb存

在していたこと，２４４Pu−Xe相対年代を決定して，太

陽系形成初期における数千万年の分解能の年代測定が

可能であることを示すとともに，ユークライトは

HED母天体上で太陽系初期の約１億年の間におこっ

た火成活動の産物であることを明らかにしてきた。

火星の生物の痕跡があるとして一躍有名になった

ALH８４００１の希ガスを世界に先駆けて分析し，ダイオ

ジェナイトと間違って分類されていたこの隕石が火星

起源隕石であるという希ガスからの証拠を，１９９４年

NASAで開かれた月惑星シンポジウムのアブストラ

クトとして最初に提出したのも，三浦さんの大きな業

績の一つである。

以上が受賞対象となった研究の紹介ですが，三浦さ

んは，希ガスを主体とした隕石研究の継続はもちろの

こと，惑星探査計画にも参加するなど，広い宇宙科学

に研究の幅を広げていますので，今後の発展に期待し

ています。

長尾敬介（東京大学）

日本地球化学会奨励賞：三村耕一会員（名古屋大学）

受賞課題「マントル有機物の起源に関する研究」

学問は従来の成果を基礎として

進歩することはいうまでもない

が，研究はそれに捉われすぎると

単なる追試となって面白くもおか

しくもない結果となる。世に秀才

と呼ばれる人は既存のマニュエル

からの脱却がかえって困難である

場合がある。太平洋戦争の時，軍学校での優等生は陸

海軍とも，日露戦争時代のマニュエルで戦って，見事

失敗したのはこの類であろう。軍学校時代の劣等生が

よく働いたという例は戦史に詳しい。ここに紹介する

三村耕一君は経歴的には優等生ではなかった。内情を

いうとこ浪して名大に入り，教養課程でもワンゲルに

没頭し，成績も決してよくなかった。こういう学生に

は外れてももともとと，無責任なテーマをやって貰っ

たのだが，既存の観念に捉われない分野をまっしぐら

に進み，奨励賞まで頂いたのだから，学校の成績はあ

まり当てにならない。

地球化学の分野では天然における有機物は生物活動

と関連して研究されるのが常識である。しかし三村君

はこの常識にこだわらず，さりとて無機起源説に捉わ

れることもなく，自然現象とともに様々に変化する炭

素・水素・酸素・窒素から成る化合物としての有機物

の実態を解明すべく研究を進めている。火成岩が，メ

タン・エタンなどの“有機物”を包有することから，

これらの岩石がさらに高分子の有機物を含むのではな

いか考え，世界各地から多くの火成岩を採取し，抽

出・分析を行った結果，石油酷似の有機物を検出し，

しかもこれらを含む岩石は，マントルと密接に関係す

る岩石のみであることを見出した。そして，岩石の産

状，種類，形態の比較や，実験操作の空実験の結果，

これらは汚染されたものではないと結論した。

これら有機物の起源を探るため，三村君は衝撃実験

も試みた。初期地球では無数の隕石が衝突，集積して

激しい衝撃波が発生していた可能性が強いから，新た

に実験装置を開発し，衝撃下での有機物の組成変化と

反応機構を調べた。出発物質としては，地球惑星科学

的に重要と考えられている一酸化炭素・水素混合ガ

ス，ヘキサンなどを用い，種々な有機反応が起こるこ

とを確認した。とくに，隕石中に存在し，生命の起源

にも関連したと考えられている芳香族炭化水素

（PAHs）の一つであるベンゼンについて検討し，基
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底状態でベンゼンから Diels−Alder反応及び脱水素反

応を含む協奏的付加反応が衝撃反応の機構であると堆

論した。また，彼は宇宙環境を想定した液体窒素温度

でも衝撃反応を行い，室温のものと同様の結果を得て

いる。さらに，隕石が集積して地球を形成した後，そ

の有機物が果たしてマントルのような高圧高温条件で

現在に至るまで安定に存在し得るか否かを追求するた

め，１９９７年から２年間，米国地質調査所において石油

地質学者の Price博士と共に研究した。同博士は彼の

論文を読み，それに共鳴して共同研究を呼びかけてき

たものである。これらの成果に注目したカリフォルニ

ア大学のHelgeson教授は，アメリカ地質学会の１９９９

年会で“New insight on organic metamorphism in

the earth”という討論会に三村君を招待講演者に指

名した。これには前述の Price博士やワシントン大学

の Shock教授など，この分野の著名な学者が参加し

ている。

三村君はなにか（ワンゲルもそうだが）に没頭する

と並外れた実行力を発揮する。これは強靭な体力

に裏打ちされている。私は彼と Newfoundlandの

ophioliteのサンプリングに赴いた際，山で霧に巻か

れて危うく遭難しかかったが，彼はたくさんの石をい

れたずっしりと重いリックを軽々とかつぎながら，不

完全な地形図とコンパスだけで誘導し，見事に危地を

脱した経験がある。私はこの様な彼の類い希な行動力

が今後も研究の成果につながって行くであろうことを

強く期待している。

杉崎隆一（名城大学）

中井信之先生のご逝去を悼む

名古屋大学名誉教授 中井信之先生は平成１１年８月

５日夕刻，名古屋大学医学部付属病院で肺ガンのため

逝去されました。享年７１歳でした。先生にとっての７１

歳はお若く，これからも研究にビジネスに活躍してい

ただきたかったのですが，ここに先生を失うことにな

り痛恨の念に耐えません。

先生は昭和３年大阪でお生まれになり，大阪池田中

学校（現池田高校）卒業後，昭和２４年，旧制名古屋大

学理学部化学科に入学，昭和２７年３月卒業，同年４月

名古屋大学理学部地球科学科の助手になられました。

日本初の地球科学教室は地質学・地球物理学・地球化

学を３本柱とした新しい学問領域を目指しており，地

球化学の講座は小穴進也教授と松尾禎士助手（故人）

と中井信之助手の布陣で出発しました。

中井先生は天然ガスや地下水の研究に従事された

後，昭和３４年から約３年間，アメリカ合衆国 Yale大

学地質学教室の Jensen博士のもとで硫黄同位体分別

の実験を行い，帰国後も熱水条件における，硫化物と

硫酸など硫黄の化学種間の同位体分別係数を求める研

究を進展させてきました。その後，火山ガスや地熱地

域のイオウ同位体の研究のほか，Yale大学以来の硫

酸還元バクテリアによる，硫化水素と硫酸イオンの同

位体分別，また，さらに堆積物中の深部に存在するメ

タン発酵バクテリアによる炭素同位体の分別を調べる

研究など，現在新たな生物圏として注目されている地

下生物圏の先駆け的研究を始められました。同じこ

ろ，大気汚染物質である雨水中のイオウ化合物の同位

体をトレーサーとし，産業活動による大気汚染の証拠

を示されました。

昭和４８年から５０年にかけて行われた，日本とアメリ

カ，ニュージーランドの３国共同南極 Dry Valley掘

削計画の日本側隊長として指揮を執り，長年南極のこ

の地域の地球化学研究の基礎を作ってきた鳥居鉄也博

士と共に活躍されました。この共同研究により，Dry

Valley地域の淡水湖の起源や，南極オアシスとも呼

ばれる無氷河地域の歴史を明らかにするための湖沼の

同位体研究が進展いたしました。

昭和５２年頃から，中井先生にとっても全く新たな方

向を指向する研究を始められました。それが，加速器

を使った極微量の放射性炭素１４を直接質量分析する画

期的方法の導入計画です。そして，昭和５７年に日本で

初めてのタンデム型加速器質量分析計が導入されるこ

とになりました。最初は，学内共同施設である RI総

合センターの分室として設立され，のちに現在の年代

試料測定研究センターとして，今日ある学内共同施設

の基礎を作られました。その間，考古学的試料や，氷

河期ナウマン象の時代決定，また，熱帯材木樹幹か

ら，核実験の異常放射能年輪を見つけだし，年輪のな

い樹木の成長速度を出したり，偽象牙事件では，マン

モスの牙と偽った象牙の年代測定によって，現在の密

輸象牙であることを突き止めたり，微量試料の測定な

らではの社会性の多い課題にも挑戦されてきました。

この間には，中国にも招聘され，現在も驚くべき速度

で石灰華の成長が進んでる西安北方の調査と日本への

紹介など話題性の多い仕事をされました。

１９９１年名古屋大学定年後は，株式会社地球科学研究

所を設立され，国内外の広い人脈を通して放射性炭素

年代測定から安定同位体分析など，ご自身の研究に加
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えて直接の社会的貢献にも努めておられました。

先生は，昨年暮れ頃風邪を召されて，その直りの悪

いことから，今年平成１１年正月すぎに，検査入院のた

め前掲の病院で検査を受けました。この時には，肺に

水がたまっていることが発見され，その摘出処置がな

されましたが，そのときは肺ガンは発見されていませ

んでした。一度退院されたましたが回復が思わしくな

く，再度入院し，精密検査によって左肺の奥に腫瘍ら

しきものが発見されました。生検査の結果，肺ガン特

有の悪性ウィルスであることが判明，すでにいくつか

の骨に転移していることがわかり，化学治療等の方法

もすでにできない状態となっていました。先生は，告

知を選ばれそのように覚悟を決められたようでした。

６月頃からは，痛みが激しくモルヒネを投与するよう

になり，闘病生活も苦しいものとなっていたようでし

た。８月に入り病状は予断を許さなくなり，ついに８

月５日夕刻５時３０分頃帰らぬ人となりました。

名古屋大学の地球科学科設立の精神である地質学・

地球物理・地球化学の３本柱を維持して，広く地球の

進化を研究しようとする中にあって，いつも多くの人

との穏やかな対話情報交換に尽力され，特に年代試料

測定研究センター発足後は，理学部地球科学教室のみ

ならず，人文系の地理や考古学など，また農学部の木

材関連の方々との交流など非常に幅広い共同研究を進

められ，中井先生でなければできないユニークな研究

体制を作られました。

いつも目を細められた暖かい眼差しで，私たち後輩

の行く末を見守っていただけるよう念じながら謹んで

ご冥福をお祈りいたします。なお，ご遺族の奥様の瑛

子様，ご長女の美世様，ご長男の朋之様は下記の自宅

におられます。

〒４６５―００２７ 名古屋市名東区丁田町２９

静岡大学理学部生物地球環境科学科

和田秀樹

小惑星表面採集試料の初期分析

参加研究者の第１回公募について

表記の研究公募の案内がまいりましたので，お知ら

せいたします。

文部省宇宙科学研究所

MUSES−Cサンプル分析検討委員会委員長

久城育夫

宇宙物質分析研究者各位

文部省宇宙科学研究所では，電気推進，自律航法，

帰還カプセルなど，近い将来の惑星探査に必要な新し

い宇宙工学技術を習得するため，２００２年夏に打ち上げ

予定の，工学試験宇宙機MUSES−C計画を推進して

います。さらに本計画では，惑星科学の新しい戦略で

ある「サンプルリターン」技術にも挑戦します。２００６

年夏に，近地球型小惑星１９８９MLの探査を終えて，総

重量数 gの表面物質を地球に持ち帰る予定です。採

集場所が明らかでかつ地球環境と反応していない宇宙

物質を地上の研究室にもたらすサンプルリターンミッ

ションは，アポロおよびルナ計画以来約３０年ぶりであ

り，国内外の注目を集めています。

このミッションの科学的成果を最大限に挙げるに

は，回収試料の初期分析とその後の詳細分析に供する

ための試料の管理・配分作業が，いかにシステマ

ティックかつ正確に実施できるかにかかっています。

そこで宇宙科学研究所では国内の各種分析手法の専門

家にご協力頂き，MUSES−Cサンプル分析検討委員

会を発足させ，初期分析及び管理・配分作業の方針・

実施方法などについて議論を深めてまいりました。

その結果，下記の要領で宇宙科学研究所と協力して

MUSES−C試料の初期分析を行っていただく研究グ

ループを公募することになりました。広く分析研究者

のご協力を賜わり，世界初の小惑星サンプルリターン

探査から最大限の科学的成果を引き出したいと考えて

おります。ぜひ皆様の積極的なご応募をお願い致しま

す。

記

初期分析は，試料回収後一年以内に国際的に公募が

出される詳細分析に先んじて，回収された試料全体の

物性，化学的，岩石・鉱物学的特徴に関して基本的な

記載を行い，データベースを作成することを目的とし

ています。

初期分析の公募は，２０００～２００４年の間に３回行い，

最終的に１０グループ以内を選抜する予定です。今回の

公募はその第１回に当ります。本公募で採用されたグ

ループは，その後の最終審査を経て，２００６年以降の初

期分析に参加して頂くことになります。本審査は書類

審査および未知の試料の分析結果について行います。

分析試料は，公平を期すために，予め準備されたもの

を宇宙科学研究所から配布致します。

分析審査の内容は，�分析内容およびその精度，�
必要最小重量（特に破壊分析の場合），	分析に要す
る期間等について行います。審査試料の配布は書類審

査後，２０００年６～８月の間でご希望日を予定していま
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す。なお，試料を受領してから分析結果のレポートを

提出して頂くまでの分析期間は，最長６ヶ月としま

す。

・募集締切り：２０００年４月２０日

・応募書類郵送先，および問い合わせ先：

文部省宇宙科学研究所・惑星研究系

（担当：矢野創 宛）

〒２２９―８５１０ 神奈川県相模原市由野台３―１―１

Tel：０４２―７５９―８１９７，Fax：０４２―７５９―８４５７

e-mail : yano@planeta.sci.isas.ac.jp

・応募資格

� ２００６年のMUSES−C試料回収の時点で，国内

に活動基盤を持つ日本人研究者個人の単独，ある

いは本人が研究責任者となるグループであって，

応募提案通りかそれ以上のレベルの分析を実行で

きる見込みのある方。

� 試料回収以前にも，ミッションのスケジュール

に沿って，宇宙科学研究所が主催する初期分析の

リハーサルなどに積極的にご協力頂ける方。

〈注〉

� 海外の研究者を国内に呼び寄せるか（＝論文は日

本のアドレスから出す）どうかは，研究責任者の判

断におまかせします。

� 国内の複数の研究グループが一つのグループとし

て申請することも可能です。

� 今回の公募にもれた方でも，第２回以降の公募に

再応募できます。

� 初期分析のメンバーとなられても，その後の詳細

分析には応募できます。

・提出書類（フォーマットは自由）

� 分析課題

� 応募者（研究責任者），共同研究者全員の略

歴，研究業績

� 実施する分析手法の解説

	 使用する分析施設（今回の公募では，応募者の

所属機関の分析装置を用いること）


 期待される分析結果と精度

� 破壊・非破壊分析の区別

 分析必要最小重量（審査の前提は総重量１００mg

未満）

� 分析に必要な期間（６ヶ月未満）

� 希望する分析開始時期（２０００年６～８月の間で

指定してください。）

� 試料の受領方法（郵送，または宇宙科学研究所

にて受け取りのいずれかを明記。）

〈ご参考〉

� 審査・活動の流れ（予定）

２０００年４月２０日＞応募書類締切り

２０００年６月＞審査用試料配布対象の決定

２０００年６～８月＞試料の配布

２０００年１２月～２００１年２月＞分析結果報告（本応募と

同じ提出先へ）

２００１年３月＞審査結果通達。第一次初期分析機関の

発表

２００２年７月＞MUSES−C打ち上げ

２００２年＞第二回初期分析公募

２００４年＞第三回初期分析公募（最終回）

２００５年＞国内の初期分析全チームによる，模擬

MUSES−Cサンプルを使った初期分析全過程のリ

ハーサル

２００６年６月＞試料回収。初期分析活動開始

� その他の情報

目標天体・地球近傍小惑星１９８９MLに関する情報，

ミッションプロファイル，サンプラー性能のデータな

どの詳細に関しては，以下の URLをご参照下さい。

内容は順次構築中です。

http : //planeta.sci.isas.ac.jp/MUSES−C/

以上

第３７回理工学における同位元素研究発表会

発表論文募集

日本地球化学会共催の標記の研究発表会が下記の要

領で開催されます。

講演（口頭発表およびポスター発表）を募集してお

りますので，奮ってご応募・ご参加下さい。

会期：２０００年７月３日�～７月５日�
会場：国立教育会館（千代田区霞ヶ関３―２―３）

講演申し込み方法：

所定の申込書（１件１通）にて申し込む。申込書は

下記宛請求して下さい。

〒１１３―８９４１ 東京都文京区本駒込２―２８―４５

日本アイソトープ協会学術課内

理工学における同位元素研究発表会運営委員会

Tel：０３―５３９５―８０８１，Fax：０３―５３９５―８０５３，

e−mail gakujutsu@jrias.or.jp

発表申込締切：２０００年２月２９日�
講演要旨：発表申込があり次第，所定の原稿用紙をお
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送りいたします。

講演要旨原稿締切：２０００年４月１４日�
参加費：２，０００円（学生は無料）

第４８回質量分析総合討論会（２０００）のご案内

主催：日本質量分析学会

共催：日本化学会，日本農芸化学会，日本生化学会，

日本分析化学会，日本薬学会，日本地球化学

会，日本原子力学会

協賛：応用物理学会，原子衝突研究協会

会期：２０００年５月１０日�～５月１２日�
会場：名古屋工業研究所（名古屋市熱田区六番３―４―１）

討論主題：質量分析に関る話題全般

概要：総合シンポジウム「質量分析，２０世紀の総括と

２１世紀に向けての展望」，シンポジウム「プロ

テオミックスから構造生物学へ」，「内分泌かく

乱化学物質と質量分析」，「加速器質量分析技術

の現状と応用」。その他例年通り，一般講演（口

頭発表およびポスター発表）やワークショップ

も行います。

特別講演：Professor Martin F. Jarrold（Northwest-

ern University）

懇親会：２０００年５月１１日� 名古屋ガーデンパレス

連絡先：名城大学薬学部

質量分析総合討論会事務局

原田健一

Fax：０５２―８３４―８７８０，Tel：０５２―８３２―１７８１（３３３）

e−mail : kiharada@meijo−u.ac.jp

http : //chem２．chem.nagoya−u.ac.jp/

mass/index.html

人事公募のお知らせ

下記のような人事公募の案内が参りましたのでお知

らせいたします。

東京都立大学大学院理学研究科化学専攻教授公募

� 募集人員：教授 ２名

� 専門分野：環境化学，無機化学，分析化学，核・

放射化学，宇宙・地球化学など

	 応募資格：博士の学位を有すること


 担当科目：専門科目と一般教養の授業，学生実

験，演習

� 必要書類：�履歴書，�業績リスト［論文と総説
は分けること（特に重要な論文５編以内に印を付け

ること），国際会議等の招待講演，科研費・研究補

助金の採択状況，学会での活動等］，�主要論文の
別刷り（１０編以内），�これまでの研究概要および
将来の研究の展望（２，０００字程度，最初に専門分野

に関するキーワードを３個以内記入すること），�
教育に対する抱負（５００字程度），�推薦者２名以内
（外国人研究者も可）の氏名と連絡先

 採用時期：２００１年４月１日予定

� 応募締切：２０００年４月末日

� 応募方法：必要書類一式を書留便にて下記宛に送

付（封筒に「教授応募書類在中」と朱書きするこ

と）

〒１９２―０３９７ 東京都八王子市南大沢１―１

東京都立大学大学院理学研究科化学専攻

主任 加藤 直

研究員募集のお知らせ

下記のような研究員募集の案内が参りましたのでお

知らせいたします。

茨城県警察職員（科学捜査研究所研究員，地方公務員

上級相当）募集

職種：化学 １名

職務内容：X線マイクロアナライザ，X線回折装置，

蛍光 X線分析装置他を用いた物質の鑑定

研究及び原子力事故等における犯罪鑑識，

分析

資格要件：次のいずれかに該当する方

１．理工学部系の原子（力，炉，核），エネルギー，

放射線学科等で原子力或いは放射線関係の専門分野

を専攻した方

２．理工学部系の化学系学科で放射線化学関係の専門

分野を専攻した方

３．理工学部系出身の方で放射線取扱主任者又は核燃

料取扱主任者或いは原子炉主任技術者の国家資格を

持つ方

なお，受験年齢，試験日，採用日等は未定（詳細な

募集要項４月，一応６月下旬試験，１０月又は１３年４月

採用の予定）ですので詳細についてはお問い合わせく

ださい。

問合せ先：〒３１０―８５５０ 水戸市笠原町９７８番地６

茨城県警察本部警務課採用係

Tel：０１２０―３１４０―５８，または０２９―３０１―０１１０，

内線３０３２（又は科学捜査研究所第２研究室内線５２０１）
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Second International Conference on

Fog and Fog Collection

（第２回霧と霧水捕集に関する国際会議）論文募集

表記シンポジウムの案内が参りましたのでお知らせ

いたします。

会期：２００１年７月１５日�～２０日�
会場：ホテル・ニューファンドランド（カナダ・セン

トジョンズ）

主なテーマ：霧の物理，化学，気象学，予報，リモー

トセンシング，霧の沈着と植生との相互作用，露の

研究，発展途上国における霧水捕集プロジェクト，

沿岸海洋での人間活動に及ぼす霧の影響（特別セッ

ション）

アブストラクト締切：２０００年９月１日必着。アブスト

ラクトには審査がある。執筆要領，送付先（下記と

異なる）などは下記に問合せのこと。

webサイト：

URL : http : //www.tor.ec.gc.ca/armp/fog/icffc2.html

連絡先：Dr. Robert Schemenauer(Conference Chair)

Second International Conference on Fog and Fog

Collection, P. O. Box 81541, 1057 Steeles Avenue

West, Toronto, Ontario, Canada M2R2X1,

fax（１―４１６）７３９―４２１１，

e−mail : robert.schemenauer@ec.gc.ca.

国内連絡先：山本 哲

（a member of the Science Committee）

〒３０５―００５２ 茨城県つくば市長峰１―１

Tel：０２９８―５３―８６１９，Fax：０２９８―５５―７２４０

e−mail : ayamamot@mri−jma.go.jp
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次号より，ニュース担当幹事が下記に変わります。今後とも従来と同様，皆様の情報・原稿をお待ちして

います。地球化学に関連した研究集会，シンポジウムの案内，人材募集，書評，研究機関の紹介など何でも

結構です。編集の都合上，電子メール，フロッピー（マックもしくは Dos/Vいずれでも結構です）での原

稿を歓迎いたしますので，ご協力の程よろしくお願いいたします。次号の発行は２０００年６月上旬頃を予定し

ています。ニュース原稿は４月下旬までにお送りいただくよう，お願いいたします。また，ホームページに

関するご意見もお寄せください。

編集担当者

中井俊一

〒１１３―００３２ 東京都文京区弥生１―１―１

東京大学地震研究所

Tel：０３―５８４１―５６９８（直通）

Fax：０３―５８０２―３３９１

e−mail : snakai@eri.u−tokyo.ac.jp

ニュースへ記事やご意見をお寄せください
（次号よりニュース担当幹事が変わります）
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